
「ひろしまリトルベビーハンドブック」について 

 

令和３年５月 11 日 
子供未来応援課 

 

１ 趣旨 

小さく生まれたお子さんを持つ保護者のための母子健康手帳サブブックとして，令和３年３月

に「ひろしまリトルベビーハンドブック」を作成し，周産期母子医療センターや市町を通して配

付を開始した。 

今後，低出生体重児それぞれの発育の状態に合わせて，市町の保健指導や医療機関におけるき

め細やかな支援が行われるよう，関係機関と連携して活用促進を図っていく。 

 

２ 「ひろしまリトルベビーハンドブック」について 

（１）対象 

出生体重が 1,500ｇ未満もしくは 33 週未満で出生されたお子さんとそのご家族，または

2,500ｇ未満で手帳を希望される方。 

≪広島県における極低出生体重児等の出生数≫ 

年 

県内出生数 

総 数 
1500ｇ未満 

（極低出生体重
児） 

2500ｇ未満 
（低出生体重児） 

H28 22,736 161 2,208 

H29 22,150 149 2,112 

H30 21,363 168 2,088 

 

（２）作成部数 

2,500 部（令和２年度） 

 

（３）配付場所 

ア 総合周産期母子医療センター及び地域周産期母子医療センター   

総合周産期母子医療センター 

（県内２か所） 

県立広島病院，広島市立広島市民病院 

地域周産期母子医療センター 

（県内８か所） 

土谷総合病院，広島大学病院，国立病院機構呉医療セン

ター，中国労災病院，国立病院機構東広島医療センター，

厚生連尾道総合病院，国立病院機構福山医療センター，

市立三次中央病院 

 

イ 市町母子保健窓口 

周産期母子医療センター以外の医療機関で出産・退院した低出生体重児の保護者等，希望さ

れる方に配付 
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